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・ プログラム開始時期
（2021年9月上旬等）

プログラム終了時期
（2021年9月上旬等）

・

・

システム理工学部国際プログラム所属であったため、留学が必須でした。

・

留学時期
（主に留学をしていた時期にチェック
をお願いします）

・ 上記協定校を志願した理由を教えて
ください。 今までの渡航経験がないヨーロッパに絞り、

そこから自分の専攻がある大学を選択していきました。
最終的な決め手は、アイルランドはあまり行く機会がない国であること、
治安がよいこと、感染状況が比較的落ち着いていたことから選びました。

芝浦工業大学 交換留学プログラム 参加後アンケート

留学者情報

システム理工学部

末村紗羽音

BQ19072

学部

氏名

学籍番号

留学先情報

海外派遣プログラムに参加したみなさまに、海外での経験を今後の学生に共有していただくため下記アンケートの記載をお願いしています。
記載いただいた内容は、芝浦工業大学のWebサイトやパンフレットに掲載いただくことがありますので、その前提でご記入をお願いします。

「留学するかどうか、もしくは留学先をどこにするか等、判断を迷っている後輩向け」という視点で記入をお願いいたします。

アイルランド

プログラムタイプ

国・地域名

Waterford Institute of Technology

プログラム期間 2021年9月上旬

留学中の学籍について

2021年12月下旬

留学先大学名

留学期間

・

休学の有無

休学せずに渡航した方は、休学せず
に渡航できた理由を記載ください。
（留学が必須の学科だった、必修科
目が渡航時期になく単位も十分に取
り終えており、かつ指導教員の許可
も得られ、就活前に帰国することが
できたため、等）

都市名 ウォーターフォード

機械制御システム学科

（研究室配属型のみご回答ください）
受入大学の指導教員をどのように探
したか教えてください。
（SIT指導教員の紹介等）

-

学部3年学年（渡航開始時）

渡航型/オンライン型

ウェブ等への体験談掲載への同意

学科（コース等）

氏名も掲載してよい 学部・学科まで掲載してよい 完全匿名での掲載を希望

渡航型 オンライン型

授業履修型 研究室配属型

3ヶ月未満 3ヶ月～半年（1セメスター程度） 半年～1年（2セメスター程度）

1年前期

1年後期

2年前期

2年後期

3年前期

3年後期

4年前期

4年後期

修士1年前期

修士1年後期

修士2年前期

修士2年後期

博士以上

休学をした 休学しなかった



・

・
科目名①

単位数
（現地単位数）

5　ECTS

科目概要

科目名②
単位数

（現地単位数）
5　ECTS

科目概要

科目名③
単位数

（現地単位数）
5　ECTS

科目概要

科目名④
単位数

（現地単位数）
5　ECTS

科目概要

科目名⑤
単位数

（現地単位数）
-

科目概要

科目名⑥
単位数

（現地単位数）
-

科目概要

授業は科目ごとに週に4時間
(座学：2時間、実習：2時間が基本、例外もあリ)で行われていました。
学科を超えて授業をとる際は、
時間割が重複する可能性が高くなるためその他の候補を選んでおくと良いと思います。

いくつかのソフトウエアを使い課題をこなしていく科目です。
Labview、Matlab、Databases、MS Projectを使用しました。
例題や解説の資料を先生が作ってくださるので学びやすかったです。
課題提出ですべての成績が付く形式でした。

毎週座学2時間、隔週で実験が2時間という構成でした。
座学では、オペアンプ、PID制御などについて学習しました。
実験ではオキシメーターなどの実験器具の使い方から、
電子回路の作成などを行いました。
座学と実験がリンクして進んでいくためより理解が深まりました。

Applied Computing

Electrical and Control Technorogy

留学先での学習・研究状況

Operations Management

English as foreign langage Level B1.3

留学先での学習・研究状況につき、
概要を記載してください。

生産工学の授業です。
生産管理等に使用する計算方法や効率的な運用について学びました。
生産管理シミュレーションソフトを使ってのレポート作成などもありました。

英語の授業です。
会話の練習が多いため他の国の学生と会話する機会を得ることができました。
ライティングの課題もあり、4技能をバランスよく学ぶことができました。

-

授業を履修した場合、具体的な科目
の情報教えてください。
（たくさん履修した場合は適宜追加し
て記載してください。また科目概要な
ど、欄に収まらない場合は、適宜行
の幅を大きくして記載してください。）

-



・

・

・

・

・

自由記述欄

留学で感じたこと等、自由に記載し
てください。
（当初の留学計画を達成できたか、
新た発見はあったか、どのような苦
労があったか、留学前に準備してお
けばよかったと振り返って感じること
はあるか、後輩へのアドバイス、等な
んでも結構です。）

・大学内や寮だけでなく日々の生活でも学びがありました。
寮内でもスポーツやアクティビティなど交流の機会が多くあり、
積極的に参加できると交友関係を広げやすいと思います。
・それぞれの国の訛り等もあり聞き取りが難しいこともありました。
留学前は試験や教材での学習が主だったため、
日頃からネイティブの発音や日常会話にも触れておくべきだったなと思いました。
・服装や趣味など世界で共通する話題や日本と留学先以外の国のことについても
知識があると会話を続けやすく交流の助けになり、
交流の機会も増えるのではないかなと思います。
・休日には、バスや鉄道等を使って国内の観光等もすることができました。
店舗の形式や交通システムなど日本とはことなる方式を使っているものも多いため、
街を見て回ることで息抜きと同時に新たな発見にもつながりました。
現地の感染状況にもよりますが、ヨーロッパ各国へも費用を抑えて旅行することも可能です。
・留学中現地の携帯会社のSIMを使っていましたが、
SMS等を使った詐欺のメッセージを時折受信しました。
不審なメッセージを受信した場合は保険会社等へ相談すると良いです。
・渡航後に外国人登録を行いますが、準備や予約が大変でした。

留学先での学習・研究以外の交流活動

交友関係、部活、サークル、日常生
活などで特筆して後輩に伝えたいこ
とを記載してください。 学生も先生も優しい方が多く、授業内で困ったことがあっても乗り越えることができました。

SNSでやり取りすることもあり様々な会話ができたことも良い経験になりました。
理系以外のコースも存在し、留学生も世界各国から来ているため
さまざまな交流の機会が得られると思います。

留学手続き時に苦労した点

協定校への出願時に苦労した点や、
後輩へのアドバイスがあれば記載く
ださい。（提出すべき書類、準備が大
変だった書類など）

ビザ申請など、渡航準備時に苦労し
た点や後輩へのアドバイスがあれば
記載ください。（提出すべき書類、準
備が大変だった書類など）
（渡航型プログラムのみ。オンライン
型は記入不要です。）

その他、準備にあたり、後輩にアドバ
イスがあれば自由に記載してくださ
い。 枠が非常に少ないため学校管轄の寮に入りたい場合は早期に申請しておくことをお勧めします。

・出国前に留学先の寮に送金を行いました。
しかし近年銀行の海外外送金に対しての取り扱いが厳しくなっており
指定の期日間近の入金になってしまいました。
海外送金は時間がかかる場合があるため、手続きの際に送金があるのか、
いつまでに行わなければならないかを事前に確認しておくとよいと思います。
・渡航後に行う外国人登録に必要な書類の準備に苦労しました。
特に銀行の残高証明について規定が複雑なため、渡航前にHP等で確認してください。

感染症や留学先政府の方針の関係で、
協定校の担当者の方からの連絡が期日までにこないことがときおりありました。
必要なときは確認のメールを送るなど対応が必要になりました。



・

・

・

・

・

留学中の費用や奨学金等　（渡航型プログラムのみ。オンライン型は記入不要です。）

徒歩30分（以前はバスが出ていたようですが感染症流行のため中止されていました）

協定校が手配したバス（約3時間、乗り継ぎ無）

滞在先の宿泊施設などの情報　（渡航型プログラムのみ。オンライン型は記入不要です。）

概要

計 ¥80,000

羽田-ダブリン　[フランクフルト空港（ドイツ）経由]

2000ユーロ÷4か月

奨学金名

芝浦工業大学海外留学奨学金

¥165,000

月額金額

¥80,000

往復航空券代（往復）

海外旅行保険・危機管理費用
（全期間分）

奨学金情報

計 ¥279,010

現地空港到着後、
どうやって上記宿泊先に向かいましたか？
交通手段や所要時間を教えてください。
上記宿泊先から
日々協定校へはどうやって通学していましたか？

上記宿泊先の様子を教えてくださ
い。広さ、住み心地等。

riverwalk accommodationという学生寮に宿泊（協定校管轄ではないが、HPで紹介されている。）
個人の部屋に鍵がついているためセキュリティやプライバシーの面で問題はない。
バスルームは個人の部屋についている。キッチンは共有。

同協定校への留学経験のある方に教えていただき、自分で寮のHPから申し込みました。
申し込みの際に何も指定がないと
同郷の学生と共有スペースをシェアするように部屋を割り当てられるため、
それを避けたい場合は申し込み時にその旨を書いてください。

部屋も広く、清潔で住み心地は良かったです。
近くにスーパー等が複数あり便利でした。スタッフの中に日本人の方もいらっしゃるので心強かったです。
様々な国の留学生が宿泊しているため異文化に触れる機会にもなりました。
※隔離の関係で学校管轄の寮にも滞在したのでそちらについての情報の提供も可能です。

上記宿泊先はどうやって手配しまし
たか？（出願時に協定校に依頼する
ことができた、協定校から紹介しても
らった、自分で探した、等）

宿泊先のタイプを教えてください。
（協定校の寮、一般のｱﾊﾟｰﾄ、ﾎｰﾑｽ
ﾃｲ等）

協定校へ支払った費用
（授業料、初期登録費用等あれば）

¥1,950

¥73,060

学生証発行のため

133日間分（渡航後の隔離期間含む）

月額金額 概要

概算で結構ですので、参考までに記入してください。

計

その他/月

食費/月

宿泊費/月

¥30,000

¥65,000

¥95,000

その他費用（ビザ申請、パスポート取
得費等、英語試験受験料等）

¥39,000

内訳 金額（円換算概算） 概要

外国人登録の登録料

1ヶ月あたり費用

初期費用

内訳



説明文 説明文

説明文 説明文

大学のシンボルとなる建物の写真等をお願いします

学校内の様子（教室内、カフェテリアなど）

留学中の様子が分かる写真を4枚ほど共有ください。またそれぞれの写真に説明分を加えて下さい。
写真はそのまま掲載しますので、掲載してもよい写真を貼り付けてください。

写真共有のお願い　（渡航型プログラムのみ。オンライン型は記入不要です。）

（左上）　校舎全体
（左下）校舎入り口
（右）　教室の様子

その他、任意の写真

滞在先都市の市街地の様子

宿泊先の様子が分かる写真等をお願いします

　　　　　　（左）　riverwalk accommodation
　　　　　　（右）　学校管理の寮

その他、任意の写真

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。



・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ プログラム開始時期
（2021年9月上旬等）

プログラム終了時期
（2021年9月上旬等）

・

・

国際コースであり、留学が必須である学科だったため。

・

留学時期
（主に留学をしていた時期にチェック
をお願いします）

・ 上記協定校を志願した理由を教えて
ください。 TOEICスコアの条件がなく、スコアの低い自分でも参加することができると思ったから。

芝浦工業大学 交換留学プログラム 参加後アンケート

留学者情報

システム理工学部

冨永典子

BR19066

学部

氏名

学籍番号

留学先情報

海外派遣プログラムに参加したみなさまに、海外での経験を今後の学生に共有していただくため下記アンケートの記載をお願いしています。
記載いただいた内容は、芝浦工業大学のWebサイトやパンフレットに掲載いただくことがありますので、その前提でご記入をお願いします。

「留学するかどうか、もしくは留学先をどこにするか等、判断を迷っている後輩向け」という視点で記入をお願いいたします。

アイルランド

プログラムタイプ

国・地域名

Waterford Institute of Technology

 

プログラム期間 2021年8月下旬

留学中の学籍について

2021年12月下旬

留学先大学名

留学期間

・

休学の有無

休学せずに渡航した方は、休学せず
に渡航できた理由を記載ください。
（留学が必須の学科だった、必修科
目が渡航時期になく単位も十分に取
り終えており、かつ指導教員の許可
も得られ、就活前に帰国することが
できたため、等）

都市名 ウォーターフォード

環境システム学科

（研究室配属型のみご回答ください）
受入大学の指導教員をどのように探
したか教えてください。
（SIT指導教員の紹介等）

3年学年（渡航開始時）

渡航型/オンライン型

ウェブ等への体験談掲載への同意

学科（コース等）

氏名も掲載してよい 学部・学科まで掲載してよい 完全匿名での掲載を希望

渡航型 オンライン型

授業履修型 研究室配属型

3ヶ月未満 3ヶ月～半年（1セメスター程度） 半年～1年（2セメスター程度）

1年前期

1年後期

2年前期

2年後期

3年前期

3年後期

4年前期

4年後期

修士1年前期

修士1年後期

修士2年前期

修士2年後期

博士以上

休学をした 休学しなかった



・

・ 単位数
（現地単位数）

5

科目概要

科目名②
単位数

（現地単位数）
5

科目概要

科目名③
単位数

（現地単位数）
5

科目概要

科目名④
単位数

（現地単位数）
5

科目概要

科目名⑤
単位数

（現地単位数）
-

科目概要

科目名⑥
単位数

（現地単位数）
-

科目概要

主に、アイルランドの歴史建築や
今ある建物の改修方法、BIM360、Navisworks の運用について学んだ。

留学生のための英語のクラス。
3段階のレベルがあり、自分のレベルに合わせて学ぶことができる。
ほかの留学生ともなかよくなれ、英語力が不安な人におすすめ。

BIM360を使って、他大学と共同のコンペをする。
それに向けてガントチャートのつくり方や作業計画、Navisworksの運用方法を学ぶ。
構造の科目と合体しており
構造についてもすこし学ぶことができる。（年度によって変動あり）

English　as a Foreign Language

Architectural Communications & BIM

留学先での学習・研究状況

Cultural Context　5

Techne Studio E

留学先での学習・研究状況につき、
概要を記載してください。

アイルランドの建築の歴史について

実際に街に出て、教会の寸法を測りCADで作り概要を説明するチーム課題と
今ある建物を商業的施設に改良する個人課題がある。

-

授業を履修した場合、具体的な科目
の情報教えてください。
（たくさん履修した場合は適宜追加し
て記載してください。また科目概要な
ど、欄に収まらない場合は、適宜行
の幅を大きくして記載してください。）

-



・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

徒歩３０分

直行のバスが用意されていた。

滞在先の宿泊施設などの情報　（渡航型プログラムのみ。オンライン型は記入不要です。）

現地空港到着後、どうやって上記宿泊先に向かいました
か？
交通手段や所要時間を教えてください。上記宿泊先から日々協定校へはどうやって通学していま
したか？交通手段や所要時間を教えてください。

上記宿泊先の様子を教えてくださ
い。広さ、住み心地等。

自由記述欄

留学で感じたこと等、自由に記載し
てください。
（当初の留学計画を達成でいたか、
新た発見はあったか、どのような苦
労があったか、留学前に準備してお
けばよかったと振り返って感じること
はあるか、後輩へのアドバイス、等な
んでも結構です。）

当初は英語力もないまま行くことにとても不安があったが、
いざ留学してみると英語しか通じない環境になるため、自然と英語が身につくようになった。
話すことが難しくてもきちんと話を聞いてくれるのがとてもありがたかった。
ただ、もっと話せたらいいのにと思うことが多く、事前にちゃんと勉強していればなとも思った。
全く文化の違う人と知り合うことで自分のことも整理するきっかけになった。
日本以外の国を知ることで日本や自分について客観的に見ることができ、
自分の経験や視野が広がった気がした。

学校が協定している寮（Riverwalk）

協定校からの紹介

狭すぎず、割ときれいだった。
学校の留学生とアイルランドの学生も住んでおり仲良くなりやすかった。
受付の人に日本人の方がいる。

留学先での学習・研究以外の交流活動

交友関係、部活、サークル、日常生
活などで特筆して後輩に伝えたいこ
とを記載してください。

上記宿泊先はどうやって手配しまし
たか？（出願時に協定校に依頼する
ことができた、協定校から紹介しても
らった、自分で探した、等）

宿泊先のタイプを教えてください。
（協定校の寮、一般のｱﾊﾟｰﾄ、ﾎｰﾑｽ
ﾃｲ等）

宿泊施設として学生寮があるが毎年予約がすぐ埋まってしまうため
Riverwalk という学校とも提携している施設がおすすめ。
割と部屋もきれいであり、日本人の受付の人もいるため、質問しやすい環境でありがたかった。
予約時に特記しないと同じ国の人とルームメイトになる可能性が高いので、
海外の人と同じになりたい人は、事前に伝えることが必要。

留学手続き時に苦労した点

協定校への出願時に苦労した点や、
後輩へのアドバイスがあれば記載く
ださい。（提出すべき書類、準備が大
変だった書類など）

ビザ申請など、渡航準備時に苦労し
た点や後輩へのアドバイスがあれば
記載ください。（提出すべき書類、準
備が大変だった書類など）
（渡航型プログラムのみ。オンライン
型は記入不要です。）

その他、準備にあたり、後輩にアドバ
イスがあれば自由に記載してくださ
い。

たくさんを書類があり大変だと思いますが
WITのメールでのやりとりはとても親切だったので、気になることがあれば、どんどん聞くのをお勧めし
ます。

アイルランドでは、渡航前にビザは必要ありませんでした。
渡航後にOFFICEにアポイントメントを取り、ビザを取得することができます。

担当の先生の確認が必要な書類や早めに準備したほうがいいと思いました。
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留学中の費用や奨学金等　（渡航型プログラムのみ。オンライン型は記入不要です。）

大学のシンボルとなる建物の写真等をお願いします

留学中の様子が分かる写真を4枚ほど共有ください。またそれぞれの写真に説明分を加えて下さい。
写真はそのまま掲載しますので、掲載してもよい写真を貼り付けてください。

写真共有のお願い　（渡航型プログラムのみ。オンライン型は記入不要です。）

建築学科はシティセンターの方にあるキャンパスです。
メインキャンパスとは離れていますが

歴史を感じられる建物でした。

宿泊先の様子が分かる写真等をお願いします

緑に囲まれてきれいでした。

概要

計 ¥80,000

お土産代、生活費、娯楽費

奨学金名

芝浦工業大学海外留学奨学金

¥300,000

月額金額

¥80,000

往復航空券代（往復）

海外旅行保険・危機管理費用
（全期間分）

奨学金情報

計 ¥871,350

協定校へ支払った費用
（授業料、初期登録費用等あれば）

¥1,350

¥70,000

学生証発行代

月額金額 概要

概算で結構ですので、参考までに記入してください。

計

その他/月

食費/月

宿泊費/月

¥10,000

¥10,000

¥80,000

¥100,000

その他費用（ビザ申請、パスポート取
得費等、英語試験受験料等）

¥500,000

内訳 金額（円換算概算） 概要

宿泊施設￥400,000、海外学修￥100,000

1ヶ月あたり費用

初期費用

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。

内訳
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